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一

農
業
肚
愈
主
義
の
意
義
と
地
位
と
分
派

・
.廣
く
肚
會
主
義
ご
呼
ば
乃
、
も
の

、
中
に
は
、
諸
多
の
流
涙

の
匠
別
さ
る

べ
き
も
の
め
る
こ
ご
は
絮
説
を
得
た

阻
。
而
↓
て
肚
會
主
義
を
研
究
す

射
人
々
の
聞
に
於
て
或
人
々
は
此
の
匠
別
を
ぱ
就
會
主
義
的
見
解
の
撮
て
立

て

る
思
想

の
根
振
特
に
共
の
世
界
観
人
世
観
の
相
違
よ
り
し
て
試
ん
ご
欲
し
、
或
は
哲
學
的
に
或
は
倫
理
學
的
に
肚

.
會
主
義
思
想
を
吟
味
し
て
這
闘

に
於
け
る
.思
想
の
相
違
を
理
由

ざ
し
て
耐
會
主
義
の
分
派
を
識
別
せ
ん
こ
す

る
。

然
乃
に
他

の
人
々
は
、
元
來
肚
會
土
義
思
想
に
は
斯
か
る
哲
學
上
や
倫
理
學
上
の
見
地
の
相
違
は
之
に
依
て
以
て

論

説

農
業
阯
會
主
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二
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い

肚
會
主
義
の
流
涙
を
匠
刑
し
得

べ
き
ほ
こ
明
瞭

に
顯
は
さ
れ
て
は
居
な

い
密
・主
張
し
、
肚
會
主
義

の
分
派
を
立
て

.
ん
ざ
徹
せ
ば
寧
ろ
砒
會
主
義
が
肚
會
組
織
を
改
溝
す

る
上
じ
於
て
現
實

に
目
的
適
す

る
所

に
擦
り
n
そ
が
政
治
上

井
ぴ
に
経
済
上

に
行
は
ん
ε
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
悉
じ
て
之
を
爲
さ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
ご
す

る
。

吐
會
主
義
の
分
類

に
關
す
る
此
の
両
見
地
は
何
れ
に
も
理
由
あ

る
こ
ε
で

一
概

に

一
方
を
取
っ
て
他
方
を
排
斥

す

る
こ
ε
は
出
来
ぬ
が
、
然
し
肚
會
主
義
の
分
派
は
π
獄
肚
會
主
義
の
研
究
を
駕
す
者
が
學
問
上
や
論
議
上
の
便

宜
の
爲
め
に
す

る
分
類
た
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
實
に
各

分
派
は
分
派
冠
し
て
世
に
存
在
し
各
々
旗
幟
を
立
て

て
實
際
運
動
を
も
行

ふ
次
第
な
の
だ
か
ら
、
計
…會
主
義
の
分
派
に
就

い
て
論
弁
る
に
當
っ
て
は
、
共
の
現
實
に
目

的

ε
す
る
所
を
顧
慮
す
る
こ
ご
は
已
み
難

い
所
で
あ
る
。

.

今
私
が
論
題

ざ
し
て
居
る
農
業
肚
會
主
義
の
如
き
も
弓
若
し
肚
會
主
義
を
其
の
哲
學
的
見
地
の
上
か
ら
身
類
す

る
ご
い
ふ
こ
ざ
に
な
れ
ば
、

一
派
の
肚
會
主
義
學
派

ご
は
な
り
得
な

い
次
第
で
、
此
中
に
包
含

さ
る
、
諸
多
の
人

人
の
見
解
は
相

別
れ
て
諸
多

の
流
涙
の
問

に
分
厨
せ
な
け
れ
ば
な
ら
濾
こ
ε

＼
な
る
。
然
る
に
肚
曾
主
義
を
其
が

肚
會
組
織
の
政
造
上
現
實

に
目
的
ε
す
る
所

に
慮
じ
て
嘔
別
す

る
こ
ご
に
な
れ
ば
農
業
肚
會
主
義
ξ
い
ふ

一
分
派

の
存
立
し
得

べ
き
飴
地
が
出
て
摩

る
こ
ざ

、
な
る
。
尤
も
此
意
味

K
於
て
も
農
業
糺仙
會
主
義
な
る
も

の
は
、
此
を

ロ

コ
レ
ク
チ
か
イ

ズ
ム

、
稠
立
の

一
分
涙
ご
見

る
よ
b
も
、.
其
中
に
屡
す

ご
考

へ
ら

る
、

一
部
の
人
〃
の
見
解
は
之
を
集
産
主
義
の
中
に
入

れ
、
他
の

一
部
の
人

々
の
見
地
は
寧
ろ
之
を
肚
會
主
義
系
統
中
よ
り
除
籍

し
て
肚
會
改
頁
論
の
中
に
入
れ
て
し
ま

●

ト'



」

う
を
正
常

ε
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。

。

こ
ん
な
有
様
で
農
業
耐
曾
主
義
な
る
も
の
は
彼

の
集
産
主
義
や
共
産
主
義
ε
併
立
し
て
、
乃
至
は
又
彼

の
無
政

府
主
義

の
如
き
ご
樹
立
し
て
、
趾
曾
主
義

の

一
分
派
ぜ
し
て
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
澱
地
位
を
要
求
す
る
に
足

る
ほ

こ
纏

っ
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
ほ
ご
纒

つ
た
も
の
で
は
尊

い
け
れ
ざ
も
、
・然
し
兎
も
角
そ
が
將
來

に
於
け
る
　肛

會
組
織
の
構
成
上
に
於

て
目
的
ε
す

る
所
は
現
實

に
叉
明
確
に
定
ま

っ
て
居
り
、
之
に
關
す

る
學
理
の
系
禮
も
ほ

に
整

っ
て
居
り
、
叉
之
.に
依
る
實
際
運
動
も
行
は
れ
得

べ
く
叉
或
程
度

に
於
て
は
既
に
可
也
熾

に
行

は
れ
て
来
た

次
第
だ
か
ら
、
姑
く
之
に
肚
會
主
義
の

一
分
涙
鞄
る
地
位
を
與

へ
て
も
不
當
で
は
あ
6
ま

い
。

右
の
理
由
が
ら
し
て
私
は
弦
に
或
種
の
人
々
の
之
を
稠
す

る
が
儘

に
『
農
業
肚
會
ま
義
』
な

る
題
名
を
掲
げ
て
、

之
に
属
す

る
諸
多

の
人
々
の
見
地
を
叩
い
て
見
る
こ
妊
、
し
π
。

然
ら
ば
抑
も
農
業
泣
會
主
義
`
は
如
何
な
る
見
地
を
指
す
も
の
か
ざ
い

へ
ば
、
之
は
固
よ
り
是
に
關
し
て
思
想

の
傾
向
ε
所
論

の
立
場

ε
を
同
う
す

る
多
く
の
人
々
の
披
瀝
せ
る
見
解
を
す

つ
く
り
述
.べ
て
し
ま
っ
た
上
で
な
け

れ
ば
斯
う
だ
ε
は
吉

へ
撮
所
だ
け
れ
こ
も
、
試

に
先
づ
以
て

;
日
に
し
て
之
を
掩

っ
て
見
れ
ば
、
生
産
の
要
素
中

の
随

一
要
素
π
る
土
地
に
就

い
て
全
然
其
の
私
有
制
度
を
屡
止
す

る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
大

い
に
現
時

の
所
有
椹
を

制
限
し
て
、
之
を
肚
會

の
公
有
に
移
す
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
土
地

の
使
用
よ
b
生
す
る
利
益
の
大
部
分
「

特
に
土

地
本
來
の
性
能
よ
b
生
す
る
利
益
1

を
肚
會

の
共
用

に
蹄
麟
せ
し
め
ん
ご
す

る
見
解
之
で
あ
る
。
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さ
れ
ば
農
業
肚
會
主
義
な
る
も
の
は
、
そ
が
生
産

の
要
素
中
淀
～
輩
に
土
地
の
私
有
制
を
の
み
廃
…止

せ
ん
ε
欲

し
土
地
以
外
の
資
本
の
私
有
制
は
之
を
其
儘
に
存
慣
せ
ん
ご
す
る
所
よ
り
蜆
れ
ば
、
集
産
主
義
の
主
張
に
比
し
て

退

一
歩
な

る
も
の
た
る
に
過
ぎ
諏
。

惟
ふ
に
生
産

の
要
素

窪
し
て
の
土
地
を
以
て

一
種
特
別
の
も
の
ε
観
、
乏
を
全
然
他

の
資
本
財
ε
匪
別
し
て
、

特
別
の
地
位
を
與

～
特
別
の
取
扱
を
す
る
こ
い
ふ
こ
ε
は
、
純
粋
な
る
経
済
理
論
の
上
か
ら
云

へ
ば
、
十
分
な
る
.
.

根
糠
な
き
も
の
ε
せ
な
け
れ
ば
な
ら

濾
で
あ
ら
う
。
け
れ
ざ
も
之
を
経
済
理
論
の
上
よ
り
観
π
る
駢
文
は
資
本
財

の
匠
別
こ
し
て
考

へ
す

、
之
を
法
制
や
肚
會
生
活
の
上
の
實
際
の
利
害
關
係
か
ち
観

る
時
に
は
、
.土
地

ざ
其
他
の

資
本
財

ご
の
問

に
は
可
也
著

明
な
る
匠
別
の
認
む

べ
き
も
の
が
あ
る
。
'特

に
開
明
諸
國
の
法
制
史
を
見
れ
催
明
か

な
る
如
く
土
地

に
封
ず

る
所
有
擢
の
.護
連

に
至

っ
て
は
、
之
を
動
産

に
野
す
る
所
有
権
の
獲
蓮

ざ
比
較
し
て
、
頗

.

る
其
趣
を
異
に
せ
る
も
の
が
め
る
。
即
ち
前
者
は
後
者
に
比
し
て
遙

か
に
其
の
獲
蓮

の
後
れ
た
る
の
み
な
ら
す
、

土
地
私
有
制
度
の
樹
立

せ
ら

れ
だ
る
後
に
於
て
も
、

一
般
公
益
上
の
理
由

に
依

っ
て
之
に
謝
し
て
は
動
産
所
有
に

封
ず
る
よ
り
も
常

に
多
く
の
障
礙
が
威
ぜ
ら
れ
從
て
溢
か
に
多
く
の
制
限
が
.附
せ
ら
れ
て
来
た
。
.

普
通

の
資
本
財

の
所
有
ご
土
地
の
所
有

こ
の
間

に
存
す
る
此
の
匠
別
は
、
農
業
肚
會
主
義
者

ご
呼
ば
る

・
人
々

に
依

つ
で
、
特
に
厳
峻
に
唱
道
せ
ら

る
＼
。
此
等
の
人
々
は
諸
国
に
於
て
從
來
土
地
の
所
有
に
射
し
て
設
け
ら
れ

た
る
多
く
の
制
限
を
以
て
未

だ
甚
し
∠
不
十
分
の
も
の
ε
爲
し
、
更

に
大

い
に
之
を
制
限
す
る
の
必
要
を
感
じ
、

,

「

炉



進
む
で
は
至
く
土
地
私
有
制
を
屡
止
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
ε
す

る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
制
限
の
程
度
一

詳

言
す
れ
ば
土
地
私
有
制
を
制
限
す

る
を
以
て
満
足
す

る
者
ε
之
を
全
慶
せ
ざ
る

ぺ
か
ら
す
ε
す

る
者

ε
の
匪
別
一

1

に
從
て
、
土
地
改
頁
論
者
ε
本
來
の
農
業
肚
會
主
義
者

ご
の
厩
別
が
認

め
ら
れ
る
。
即
ち

一
般
的

に
農
業
肚
會

主
義
者
及
び
土
地
改
良
論
者

ε
呼
ば
る

＼
人
々
は
、
現
時

の
農
業
法
制
を
根
抵
的

に
改
革
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
根

本
的
な
る
税
制
の
改
革

に
依

っ
て
.
現
時

の
土
地
所
有
制

に
關
し
て
完
全
な
る
政
逓
を
行
は
ん
ξ
す

る
種
々
の
見

解
を
執

れ
る
人
〃
を
総
補
す

る
の
だ
か
ら
、
其
中
に
は
進
み
た
る
肚
會
主
義
的
見
解
を
持
す

る
者
も
あ
れ
ば
、
叉

穣
　和
な
る
税
制
政
一艮
論
者
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
者
も
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
今
農
業
肚
會
主
義

に
聞
す
る
研
究
を
試
む
る
に
當

っ
て
は
.
其

の
主
張
を
有
す
る
人
々
を

大
膿

に
於
て

二
種
に
匠
別
す

る
を
必
要
こ
す
る
。

一
方

の
種
類
に
騒
す

る
者
は
其
議
論

の
系
統
か
ら

云

へ
ば
耐
會
主

義
者
た
る
.

に
外
な
ら
ぬ
人
々
で
ゐ
.乃
。
.彼
等
は
現
時
の
私
経
済
的
な
る
生
産
方
法
を
ば
根
本
的

一
誤
れ
る
も
の
ご
観
、

一
般

的

に
私
有
財
産
制
を
磨
除
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
す
ご
す

る
。
從
て
其
の
主
張
が
土
地
私
有
制
の
塵
止

に
存
す
る
は
唯
之

.

れ

一
般
的
な

る
私
有
制
塵
止

の
第

}
歩
た
る
に
過
ぎ
漁
。
彼
等
は
土
地

の
私
有
制
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
私
有
制
の
中

に
在

っ
て
添
卒
等
の
最
遇
著

明
な
る
竜

の
ざ
観
、
先
づ
此
制
度
を
塵
除
し
て
萬
人
を
し
て
先
づ
第

一
番
に
土
地
に

甥
す

る
卒
等
な
る
利
用
を
得
せ
し
め
ん
こ
欲
す
る
の
で
あ
る
。
然

る
に
他
の
種
類
の
人
々
は
生
産
手
段
の
私
有
制

に
反
鋼
す

る
ご
い
ふ
意
味
に
於
け
る
肚
會
主
義
者
で
は
な
く
、
私
有
的
な
る
資
本
制
は
之
を
維
持
す

べ
き
凱
の
な

論

説

農
業
融
會
t
議
論
(
こ

.第
十
一巻

(第
四
號

五
)
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四
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號

六
)

四
四
入

り
ご
す

る
。
然

る

に
彼

等
は
此

の
私
繧
濟

的
な

る
組

織

制
度

が
土
地
所
有

制

の
爲

め
に
棄
齪

せ
ら

る

、
ご
考

ふ
る
.

が
故
に
即
ち
土
地
改
良
論
者
ε
し
て
ζ

彼
の
土
地
所
有
権
に
射
し
て
打
撃
を
試
む
る
.
此

の
後
者
に
は
又
更

に

三
振
の
厚
別
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。

一
は
之
を
農
業
肚
會
主
義
的
土
地
改
…艮
論
者
ε
名
く

べ
き
で
、
彼
等
は
土
地

の
私
有
制
を
全
廃
し
、
土
地
は
之
を
国
家
叉
は
其
他
の
公
共
團
騰

の
所
有
に
移
し
、
私
人
は
π
雪
其

の
使
用
灌
を

の
み
享
受
す

べ
き
制
度
を
立
て
臥
`
す
る
。
他
は
之
を
狭
義

の
土
地
改
頁
論
者

巴
名
く

べ
き
で
、
土
地
私
有
制
は

之
を
維
持

し
た
f
其
の
所
有
よ
り
生
す

る
不
勢
所
得
た
る
地
代
の
私
人
所
得
を
ば
租
税
又
は
他
の
方
法
に
依

っ
て

除
却
せ
ん
ε
企

つ
る
。

右
は
カ
ー
ル
、
デ
イ
ー
ル
氏

(囚
"
二

〇
凶①
三

の
試
み
だ
匠
分
だ
が
、
甚
だ
安
富
の
も
の
ピ
思
は
る

＼
が
故

に
、

以
下
私
は
此

の
匠
分
に
從

っ
て
、
諸
派

の
人
々
の
論
議

の
大
様
を
窺

っ
て
見
た

い
ご
思
ふ
。

噛

.

二

肚
會
主
義
的
土
地
改
頁
論
者

此
振

の
代
表
者

ε
し

て
は

ト
ー

マ
ス
、
ス
ペ

ソ
ス

日
ぎ
B
霧

Qり
需
旨
①
及

び

ぜ
ー

ム
ス
、
プ

ロ
ソ
テ
ー

ル
、

オ
マ

プ

ラ
イ

エ
ソ

宣
旨
o
。。
bご
「o
舜
韓
「o
O
.切
臨
魯

の
二
氏

を
擧
げ

な
け

れ
ば

な
ら

鳳
。

ト
ー

マ
3
、
ス
ペ
ソ
ス
は

土
地

の
國
有
或
は
地
方

團
膣

有
を
主
張

し
、

然

か
も
近
時

の
肚
會
主
義
者

の
遣
方

の

や

う
に
其

の
計
講

を
提

げ

て
端
的

に

一
般

公
衆

に
向

っ
て
真

説
を
訴

へ
た

る
最
初

の
人

て
あ

る
コ
彼

は

一
七
五
〇

2)K,Dieh1, a.0,S.68.



,

年
に

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

三
。毛
δ
mの二
⑰
-も
。〒
日
巻
①

の
貧
家
に
生
れ
、

青
年
塒

に
は
其

の
生
地

に
於
て
學
校
漱

師
を
務

め
て
居
た
。
一
七
七
五
年
十

一
月
八
日
に
彼
は
共
地

の
或
哲
學
會
の
席
上
に
講
演
を
試
み
た
が
、共
議
演

じ

於
て
彼
は
彼
れ
の
土
地
所
有
制
に
關
す
る
改
革

の
主
張
の
大
綱
は
殆

ん
ご
悉
く
之
を
明
か
に
し
た
。
其

の
講
演

の

内
容
は
後
に

一
七
九
六
年
に
至
っ
て

『
自
由
の
正
午
』
↓
冨

竃
o
「峯
磐

ω
話

亀

更
σ
o箒
楓

ε
云
ふ
書
名
で
公
刊
さ

れ
た
が
、
ス
ペ
ソ
ス
の
土
地
制
度
改
革
に
閲
す

る
四
十
年
間
⑳
活
動
は
必
一党
此

の
講
演

に
於

て
示
さ
れ
だ

る
大
綱

の
外
に
出
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
で
此
の
講
演
の
結
果
枝
は
倫
敦

に
移
住
せ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
ξ

、
な

り
、其
後
は
引
続
き
倫
敦
に
於
で
其
思
想
の
宣
傳
に
努

め
屡
次
政
府
の
迫
害
を
被

っ
た
。
彼
は

一
八

一
四
年
九
月
に

死
去
し
だ
が
、
死
後
其

の
弟
子
等
は
多
敷
に
残

っ
て
連
動
を
纏
績
し
、

】
八

一
七
年
に
は
先
師
の
見
解
に
從

っ
て

¢

其
計
薔

の
實
現
を
期

せ
ん
が
爲
め
に

一
揆
を
企

つ
る
に
至

っ
た
ご
傳

へ
ら

れ
て
居
る
。
然
し
そ
の
計
謁
は
政
府

の

爲
め
に
未
然
に
抑
塵
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
天
雷
塒
は

ロ
バ
ー
ト
、
オ
ウ

エ
ソ
が
熾

に
活
動
し
て
居
た
時

分
で
あ

っ
・た
か
ら
、
ス
ペ
ン
ス
の
勢
力
は
忽
ち
に
元
ウ

エ
ン
の
赫
々
た
る
盛
名

の
矯
め
に
掩
は
れ
て
し
ま

っ
た
。

.

ス
ペ
ソ
入
の
見
解
は
土
地
の
使
用

に
關
し
て
自
然
的
牛
等
親
を
執

っ
た
む
の
で
、
前
掲
『
自
由

の
正
午
」
に
於
て

彼
は
述

べ
て
い
ふ
や
う

或
國
又
は
或
地
方
に
於
匠
る
土
地
及
び
土
壌
は
、
其

の
表
面
又
は
内
部
に
附
着
し
叉
は
其
中
に
含
有

さ
れ
た

る
あ
ら
ゆ
る
物
ε
共

に
、
何
時
で
も
其
國
叉
は
其
地
方
の
生
存

せ
る
住
民
に

一
様
季
等
に
所
驕
す

る
は
.明
か
で

論

説

農
業
肚
會
主
義
論
(
ご

第
+
】
巻

(第
四
號

七
)

四
四
九

一.一一

一一.
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農
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會
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論
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第
十
}巻
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四
號

入
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四
五
〇

あ

る
。

元
来
土
地

及
び
其

の
生
産
物

に
依

て
生
存

せ
ざ
る
も

の
ε
て
は
な

い
次
第
な

の
だ
か
ら

、
從
て
吾

々
は

そ
れ
な

し
に
は
生
存
す

る

こ
ε
の
出

来
諏
も

の
に
蜀

し
て
は
、
恰
も
吾

々
の
生
命

に
於

け

る
が
如

く
に
、
同

一

様

な

る
所
有
権
を

有
す

る

の
で
あ

る
。

ε
。

寓
のコ
8

【二

し・
で
巨
=
一
跨
鐸博

9
印

冨
註

母

書

。

B
脱臣
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p
国
ミ
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8
三
q
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器
お
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σ
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。
9
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昏
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受
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「

そ

こ
で

ス
ペ
ソ

ス
は
土
地

は
其
附

顯
物

及
び
含

有
物

ε
共

に
地

方
團
艘

の
所

有

㌦
移

さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら

の
も

の
な

b

ε
主
張
す

る
。

そ
し

て
彼

が
週
刊
雑

誌

主
σq
.m
冒
Φ舞

に
於

て
土
地

の
利
用
方

法
ε
其
牧
盆

の
分
配
方

法

ε

・に
關

し
て
公

に
し

て
居

る
意
見

に
依

る
ご
、
地

方

團
髄

は
決

し
て
其

の
所
有

を
他

に
移
す

こ
ご
を

し
て
は
な

ら

ぬ

け
れ

こ
も
、
併

し
地
方
團
磯
自

ら
之
を
耕

作
纒

鞍

す

る
の
必
要

は
な

く
、
最

も
多
く

の
小
作
料

を
支

彿

は
ん
ε
申

出

つ

る
者

に
鋤
し

て
、
七
年

の
期
間

を
定

め
て
小

作

に
附
す

べ
き
も

の
ξ
す

る
。
此

の
小
作

料

の
内

か
ら

は
先
づ

第

一
に
租
税

ε
其
他

の
公
共
的
費

用

の
矯

め
に
要

す

る
も

の
ビ
が
控
除
せ

ら

れ
、
其

の
残
絵

は
地

方
住
民

の
問

に

平

等

に
分
配
せ
ら

る

べ
.き
も

の

ご
す

る
の
で
あ

る

。

以
上

の
見
解

だ
け
を
見

れ
ば

ス

ペ
ン
ス
は
た

ゴ
農
業

糺肌
會
主
義
者

に
る
に
過
ぎ

戯
や
う

だ
け

れ
こ

も
、
實

は
彼

は

ユ
ー
ト
ピ
ア
涙

の
耐

會
主
義

者
で
あ

っ
て
、
幣

束

に
於

て
は
私
有
財
産
制

全
部

の
塵
止

を
行

は
な

け
れ
ば
な
ら

漁
ご

い
ふ
主
張

に
立

っ
て
居

る
。
然

る
に
特

に
土

地
私
有
制
度

の
塵
止

さ
る

べ
き
を
主

張
し
た

の
は

、
私
有

財
産

中

に
在

っ
て
土
地

私
有

制
が
最
も
著

明
な

る
叉
最

も
不
修

理
な

る
特
灌

で
あ

っ
て
、
先

づ
第

↓
番

に
塵
止

さ
れ
な

け
れ

ば
な
ら

隙
も

の
ご
考

へ
π
か
ら

で
あ

る
。
即
ち

彼

は
英

佛

に
於

け

る
自

然
法
學
涙

の
見
地

に
立

つ
も

の
で
、
各

個
人

の
自
然

法
的
牛
導

を
認

め
、
之

を
経

済
生
活

の
上

に
も
實

現
せ

し
め
ん

ε
欲

し
た
。
必
竟
彼

は
政
治
的

に
は

急
進

的
な

る
共
和
主
義
者

で
経

済
的

に
は

ユ
ゴ

ト

ピ
ア
ソ
、

ソ

シ
ア

リ
ス
ト
で
あ

っ
だ
ε
云

へ
る
。

そ
し
て
彼

の

見
地

は
大

い
に
宗
激
的
要
素

を
交

へ
た
も

の
で
、

「
急
速

に
近
づ

き
.つ

＼
あ

る
善

き
時

代
の
探

か
し

き
豫

想
』
目
言

論

説

農
業
肚
倉
主
義
論
(
「
)
.

第
十

一巻

(第
四
號

九
)
.
四
五
】

噛

レ

.一三.



0

、

訂

諦

観

農
業
肚
會
主
義
論
(
こ

第
十

】
巻

〔第
四
號

一
〇
)

四
五
二

σ・
喜

自

℃
　

℃
・
∩
冨

。
;

・
耳

目
【　

・
-
書

写

　

ず
・・
節
署

『
・
p
。
三
目
顕

ε

い

ふ

麦

に

於

て

述

べ

三

星

に

は

、

㎎馳

自
然
が
消
す

べ
か
ら
ざ

る
文
字
を
以
て
各
人
の
肝

に
銘
し
π
る
個
人
の
灌
利
は
再
び
確
立
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

面

識
。
各
人
の
造
ら
れ
π
む
彼
の
根
本
的
な
る
卒
等
は
人
爲
的
な
る
不
箏
等

に
代

っ
て
表
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
組
。

酒

宴

所
有
底

意

意

惰
あ

亀

一

奪
・
去
・
れ
・
・
各
人
の
・
長

入
・
の
功
響

從
・
・
公
至

剛

離

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
肇

雪

・
.

b

鰍

併
し
三

あ

肚
篁

義
誉

し
て
の
齋

見
地
は
寧
ろ
菓

養

す
に
過
ぎ
な
い
で
・
共
蓋

塁

ε

血

・
て
土
地
制
護

芒

於
・
護

れ
・
の
で
あ
・
が
、
彼
・
轟

・
前
・
・

;
・
し
・
㌻

屠

・
警

・
無

血

政
策

ε

ロ
バ
ー
-・
、

オ

ウ

エ
ソ
の
運
動

ε

の
爲

め

に
塵
迫

せ
ら

れ
又
真
影

を
掩

は

れ
て
、
多

く
舞
台

の
正
面

に
立

㎞

?

ぎ

が
出
来
な
か
ケ
た
・
然
る
に
彼
の
光
景

伶
の
行
は
れ
し
以
後
に
於
て
は
・
漸
養

面
に
顯
は
れ
て
來
・

㎡

や
う
・
　

・
奮

富

・
・
こ
6

嘗

議
會
・
肇

・
蕎

之
・
類
翫

治
的
方
策
・
・
・
…

謹

て
は
到
底
現
存
の
肚
含
意

の
有
す
怠

る
べ
灸

陥
を
救
治
す
る
昆

象

藷

ふ
る
急
進
的
な
る
驚

論
者

膿

・
.

碍灘
纐講

辮
轍
誕雛

ギ驚

暴
雛

∴
　

剃
た
る
著
述

に
於
て
、
英
國
の
地
主
制
に
封
し
て
激
烈
な
る
論
撃
を
試
み
た
。
然

し
彼
は
土
地
私
有
制
度
の
塵
止
.
.町

、



甲

`

を
主

張

し
た
わ
け
で
は
な

く
、
た

～
土
地

の
所
有
者

は
其

の
地
域

内

に
住

ふ
人
民

を
随

意

に
放

逐

し
て
其
地

を
清

め
る
(明
け

る
)

(号

監

夷

窪
。
o
初陣異
Φ
)

ε

い
ふ
や

う
な

こ
ε
を

し
て
は
な
ら

鳳
こ
ご
や
、
又
貸

困
者

に
謝

し

て

は
困
難

特

に
は
十

分
な

る
補
給
が
與

へ
ち

れ

、
然

か

も
そ
れ
は
恩
恵

ε

し
て

貰
な
く

、
彼

等
が
之
を
擢

利
ε
し

て

の

享
受
し
得

る
や

う

に
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら

ね
ε

い

ふ
.が
如

き
温

和
な

る
決
論

に
達

し
た

に
過
ぎ
な

か

つ
健
。

さ
れ

ば
肚

曾
主

義
的

土

地
改
[艮
論
者

の
第

二
の

代

表
者

こ
し
、て
は
こ

う
し
て
も

オ
、一
、
プ
ラ
イ
,エ
ソ
を
掲
げ

な

け
れ
ば
な
ら

搬
。
.彼
は
人
も
知

る
如

く

テ
ヤ
ー

テ
ス

・
の
領
袖

ε
し
て
有

名
で

、
其

の
見

解
は
頗

る
オ
ウ

エ
ソ
に

負

ふ
所

が
多

い
。

そ

し
τ
彼

の
土
地

私
有
制

屡
止

の
主

張
も
亦
更

に
大

い
な

る
肚

會
改
革

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

一
階

段

た

る
に
過

ぎ

漁
。
即
ち
彼
も
亦
土
地

私
有
制
を
以

て

一
般
的

に
私
有
財
産

制

の
磨
止

さ
る

べ
き
中

に
在

っ
て
先

づ
第

一
に
磨

除
せ
ら

る
尽
き
も

の
ざ
考

へ
た
の
で
め

る
。
然

し
彼

は
同
時

に
資
本
及

び
貨

幣

の
所
有
制

の
不
修

理

な

る
を
見

て
、
そ
が
依

て
以
て
民

衆

の
利
益

の
聖

断

さ
る

、
手
段

た

る
を
思

ふ
所

か
ら
、
土
地

私
有
制

の
塵
止

ε

同
時

に
信

用
及
び
貨

幣
制

度
の
大

改
革

を
断
行

し
て

、
現
存

の
弊
害

を
除
去

せ
ぎ
る

ぺ
か
ら
争

ご
主

張
す

る
こ
ご

を
忘
れ
な

か
っ
た

の
で
あ

る
。
.

オ
ー
、
プ

ラ
イ

エ
ソ
の
見
解

は

一
八

八
五
年

に
公

に
さ
れ
た

る

其

湛
著

『
奴
隷
制

度
の
起
原

ε
獲
達

ε
形
態
」

月
8

蒙
・・画

学
o
㈹
「。ωω
睾

ロ
}、ゴ
繋
留

気

缶
`
日
電

しq
に
く
。曙

中

に
於

て
之

を
窺

ふ

こ
ピ
が
出
家

る
。

彼

は
常

に
彼
が
他

の
あ
ら

ゆ
る
砒

會

上
の
弊
害

の
獲
生
す

る
源

ξ
考

ふ
る
所

の
二
大
弊
害

に
謝

し
て
戦

つ
π
。

論

親

農
業
融
倉
主
義
論
(
こ

第
+
一
巻

ハ第
四
就

=

}

四
五
三
.

4)A.Menger,a.a.O,S・r42
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論

説

農
業
泄
會
主
義
論
(
こ

第
+
一巻

(第
四
號

「
二
)

四
五
四

二
大
弊
害

ご
は

↓
は
地
代

を
生
む
所

の
土
地

所
有

ε

、
.他

は
新

π

に
金

(
利
子
)
を
生
む
所

の
資
本

所
有

ε
之
で
あ

る
。
此

の
両
者

は
其

の
所

有
者

が
自
ら

は
何
等

そ
の
地
代

や
利
子
を
生

み
出
す

べ
き
働
を

爲

さ
蓼

い
の

に
、
日
射

に
し
て
生
れ
出

つ
る
も

の
`
考

へ
ら

れ
た
。

オ
ー
、
プ

ラ
イ

エ
ソ
は
普
通

の
肚
會

ま
義
巻

ざ
同
じ
く

、資
本
主

義
制

の
下

に
於
け

る
勢
働
者

の
状

態

を
奴
隷

的
状

態

ご
考

ふ
る
者
で

.
此

の
産

業

組
織

は
勢
働
者

を
し

て
昔

時

の
奴
隷

制

度
の
下

に
於

け
る
眞

實
.の
奴
隷

よ
り
も
、
更

に
悲

惨

な

る
境

涯

に
陥

れ
た
も

の
こ
考
ふ

る
の
で
あ

る
。

彼
は
惟
ふ
や
う
・
正
當
に
し
て
合
理
的
な
る
肚
會
に
在

つ
τ
嘆

貨
幣
は

=

-
・
あ

土
地
を
も
買
ふ
能
は

す
。
文
人
が
肚
會

に
劃
t
て

一
傍

の
富
を
生
産
す
る
か
、
叉
は

一
膀

に
相
賞
す

る
勤
勢
を
爲
す

に
非
ざ
れ
ば
、

}

ノ

膀

の
金
を
も
共

の
所
有
中

に
加
ふ
る
を
得

べ
き
も
の
で
な

い
。
地
主
ご
両
替
屋
ざ
は
世
界

に
生
存
し
得

べ
き
擢
利

を
看
た
訟
も
の
で
あ
る
一し
。

オ
ー
、
プ
ラ
イ

エ
ン
の
説
の
中
に
は

ま
セ
鯨
剰
横
位
に
關
す

る
見
解
も
表
は
れ
て
居
る
。
即
ち
彼
は
勢
働
者
が

現
實
に
生
産
す

る
所

の
も
の
ε
彼
が
獲

る
所
の
僅
少
な
る
所
得
ご
の
差
額
は
即
ち
之
れ
肚
會
に
於
て
或
階
級
の
人

人
を
レ
て
奢
侈
ご
怠
慢
に
共
生
を
逡
る
を
得
せ
し
む
る
所

の
も
の
な
り

`
し
、
肚
會

の
各
人
に
謝
す

る
安
全
の
唯

サ
　
ブ
ヲ
ス

一
.の
保
障

は
、
勢
働
者

が
生
産

を
駕
す

聞

に
消
費
す

る
所

の
も

の
以
上

に
飴

剰
を
生
産

し
得

る
能

力

に
存
す

ご
考

ふ
る
。

総

て
斯

か

る
考

か
ら

し

て
オ
ー
、
.7
ラ
イ

エ
ソ
は
肚

會
改
革

の
必

要
を
認

め
、
之

に
關
す

る
意
見

を
立

て
た
の
で



.
あ
る
が
、
其

の
肚
會
改
革
意
見
は
、
土
地

の
國
有
を
以
て
太

い
郁
る
肚
會
改
革
の

一
部
分
に
過
ぎ
す
.ε
駕
す
も
の

で
、
其

の
改
革
計
叢
は
次

の
諸
項
に
分
ち
考

へ
ら

る

、
。

へ

リ

へ

リ

へ

も

や

先
「、つ
第

一
に
土
地
制
度
の
改
革
。
政
府
は
其

の
所
有
す

る
所
及
び
牧
人
の
鯨
裕
を
以
て
土
地
の
購
入
を
行
ひ
、

購
入
し
た
る
土
地
の
土
に
は
勢
働
者
を
移
住
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
而
し
て
此
の
土
地
よ
り
生
す

る
地
代
は

叉
新
な
る
土
地
の
購
入
に
用

ゐ
ら
礼
、
其
購
入
は
総
て
土
地
を
得
ん
ご
欲
す

る
人
々
が
皆
之
を
占
有
利
用
し
得
る

に
至
る
迄
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
.斯
く
て
国
家
は
漸
次
に
全
騰

の
土
地
ご
鑛
山
ご
漁
場
ε
を
所
有
す
る
に
至

り
、
全
國
民

の
爲
め
に
之
を
保
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら

澱
。
如
何
ε
な
れ
ば
土
地
は
造
化

の
各
人
に
封
ず

る
姻
典
物

で
あ

っ
て
、
決
し
て
或
個
人
の
濁
占
的
所
有
物
た
る

べ
か
ら
ざ
る
性
質
の
も
の
だ
か
ら
で
め
る
。
又
土
地
の
濁
占

は
土
地
所
有
よ
り
排
斥
せ
ら
れ
π
る
人

々
の
権
利

に
封
ず

る
侵
害
で
あ

っ
て
.
然
か
・も
そ
は
人
々
を
し
て
多
少
ε

,

も
に
地
主
及
び
資
本
主

の
奴
隷
た
ら
し
め
な

い
で
は
措

か
鎗
か
ら
で
あ

る
。
.

も

も

も

し

エ

も

や

土
地
制
度
の
改
革

に
亜
で
行

は
れ
な
け
れ
ば
な
ら

繊
も
の
は
信
用
制
度
の
改
革
で
あ
る
。
即
ち
大

い
な
る
土
地

国
有
制

の
基
礎
の
上
に
は
、
又

一
の
大

い
な
る
國
家
的
信
用
制
度
が
樹
立
せ
ら
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
国
家
は
之
に

依

っ
て
、
何
人
で
も
土
地

の
耕
作

の
爲

め
に
叉
は
他

の
必
要
な
る
産
業
の
方
面

に
資
本
を
使
用
せ
む
ε
欲
す

る
者

カ

エ
　

ジ
ヘ
シ
ス
テ

ム

に
謝

し

て
、
能
く
信
.用

を
與

ふ
る
を
得

、
以
て
此
等

の
人

々
を
し

て
賃
傭

勢
働
制

の
不
修

理

ご
専

制

よ
り
見

る

、

を
得

せ
し

め
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

■

論

説

農
業
冠
會
主
義
論
(
一
)

第
十
一
巻
・
(第
四
號

」
三
)

四
五
五

.

F...



論

説

農
業

肚
會
主
義
論
(
一
)
.

第
十

一
巻

(第
四
號

一
四
)

四
五
六

カ

も

ヘ

ヤ

ヤ

も

も

右
ε
關
嚇
し
て
行
は
る

べ
き
も
の
は
貨
幣
制
度
の
改
革

で
あ
る
。
即
ち
右
の
信
用
制
度
の
改
革
に
野
し
て
は
貨

幣
制
度
の
改
革
が
附
加
せ
ら
れ
な
け
れ
か
な
ら
戯
書
で
、
現
行

の
金
驕
貨
幣
は
塵
せ
ち
れ
て
そ
の
代
b

に
國
家
の

紙
幣
が
用
ゐ
ら
る

、
制
度
を
布
き
、
同
時

に
国
家
は
各
地

に
公
の
倉
庫
を
建
設
し
、
真
庭

に
各
種
の
商
品
を
保
管

す
る
制
度
を
設
く

べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
保
管

さ
る
、
各
種

の
貨
物
は
其
の
各

々
に
含
ま
れ
セ
る
勢
働
の
分

量
に
慮

じ
て
評
横
せ
ら
れ
、
其

の
評
慣
せ
ら
れ
た
る
所
を
基
礎
ε
し
て
国
家
紙
幣
に
射
し
て
交
換
せ
ら

る
べ
き
で

あ
㌦穂

て
右
の
如

き
は

オ
ー
、
プ

ラ
イ

エ
ソ
の
懐
け

る
見

地
で
あ

る
が
、斯

か
る
見
地
を
'持
す

る
者

で
誹

る
か
ら
彼

は

決

し
て
単
純

な
る
農
業
肚
會
主

義
者

で
は
な

く
、
眞

銘

の
砒
會
主

義
者

な

り
ご
せ
な
け
れ
ば

な
ら

調
。
而

し
て
其

.

の
提
出

せ
る
土

地
制

度
改
革
案

は
た
ゴ
之
れ
彼

れ
の
大

い
な

る
肚
會
主
義
的

プ

ロ
グ

ラ

ム
の

一
部

分
た

る
に
過
ぎ

.ざ
る
を
見
遁
す

こ
ε
が
出

来

ぬ
。

.

右

ト

ー

マ
ス
、
ス
ペ
ソ
ス
ご

ぜ
ー

ム
ス
、
プ

ロ
ソ
ナ

ー

ル
、

オ
ー

ブ

ラ
イ

エ
ソ
ε
の
所
見
を
掲
げ
た

の
は
、
此
等

.

の
人

々
が
廣
ざ

に
渉

っ
て
肚
會

制
度

の
改
革

を
行

は
ん
ざ
す

る
肚

會

主
義
者

で
あ
り
乍
ら

、
特

に
土
地

の
私
有
制

を
以
て
現
存

の
肚
會

的
弊
害

の
源
泉

な
軌

ε
見

、
先

づ
以

て
土
地

の
私
有
制

の
廃
止

を
行

ひ
、
其

の
公
有
制
を
樹

立

せ
な

け
れ
ば
な
ら

源
ざ
主

張
す

る
黙

に
於

て
、肚

會
主
義
的
土

地

改
良
論
者

の
先
願

者
で
あ

b
、
其

代
表
者

た
ち

し
む

る

に
足

る
か
ら

の
こ
ビ
で
あ

る
。

け
れ
ざ
も
己

に
土
地

の
私

有
制
度
な

る
も
の
が
、

一
般
的

に
資

本

の
私
有

5)K.Dlehl,Op・cil・S・71-74
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コ
レ
ク
チ
ケ
イ
ズ
ム

制
度
ε
共

に
贋
止
せ
ら

ぺ
.き
も
の
ご
し
て
、
そ
が
肚
會
主
義
就
中
特
に
集
産
主
義
の
プ
ロ
グ
ラ
↓
の
根
抵
を
形
造

る
も

の
た
る
か
ら

に
は
、
土
地
私
有
制
度
を
否
定
す
る
議
論
ざ
其
の
磨
止
ε
共
に
國
有
制
其
他

の
公
有
制
を
布
か

ん
ご
す

る
計
書
こ
は
廣
ぐ
之
を
肚
會
主
義
の
リ
ナ

レ
チ
ユ
ア
ー
及
び
運
動
綱
目
中

に
見
聞
す

こ
ご
が
出
来
る
。
即

ち
大
抵
の
砒
會
主
義
者

の
議
論
に
於
て
は
土
地
私
有
制
否
認
論

を
見

る
こ
ε
が
出
来
、
大
抵

の
肚
會
主
義
運
動
に

於
て
は
其
.プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
項
目
ε
し
て
土
地
私
有
制
屡
止

の
科
條
の
掲
げ
ら
れ
た
る
を
見

る
次
第
で
あ
る
。

さ
れ
ば
土
地
私
有
制
否
認
論
は

ス
ペ
ソ
ス
や
オ
ー
、
プ
ラ
そ

エ
ン
の
死
後
に
於
て
も

祉
會
主
義
者
の
澱
産

冠
し

て
引
続
き
多
く
の
人
々
に
依

っ
て
振
張
せ
ら
れ
充
費
せ
ら
れ
、
以
て
現
今
に
及
む
で
居

る
。
継
て
今
此
等
の
人
々

の
所
論

に
就

い
て

一
々
詮
索
を
試
む
る
こ
ε
は
出
来
兼
蹲
る
が
、
試
に
唯

一
っ
最
近

に
於
・け
る
土
地
私
有
制
否
認

論
の
明
確
な
る
も
の
を
擧
げ
や
う
な
ら
ば
、
吾
等
は
之
を
近
頃
我
国
に
於
て
も
盛

に
讃
.ま
れ
て
居
る
バ
ー
ト
ラ
ソ

・ド
、
ラ
ソ
セ
ル
の
著
書
中
に
於
て
見
出
す

こ
ε
が
出
京

る
。

彼
は
『
砒
會
政
造

の
原
理
』
中
に
於
て
一
般
に
財
産
制

に
就

い
て
論
ず
お
に
當

っ
て
、
土
地
所
有
制
に
臠
し
て
頗
る
深
刻
な
る
痛
撃
を
與

へ
て
居
る
。
彼
の
謂
ふ
所
は
大

膿
次
.の
や
う
で
あ

る
。

土
地
の
私
有
制
度
は
刀
の
力

に
依
る
歴
史
的
理
由
以
外

に
何
等
之
を
正
當

ε
す

べ
き
理
由
を
有
π
ぬ
。
封
建
時

代
の
初

に
當

っ
て
成
程

の
人
々
は
彼
等
の
好
ま
ざ
る
人
間
を
ぱ
或
地
方
に
佳
ふ
こ
ご
な
か
ら
し
む
る
や
〉
之
を
強

制
す
る
に
足
る
武
力
を
持

て
居
た
。
彼
等
が
其

の
支
配
す
お
土
地
に
居
残
る
こ
ご
を
許
し
た
者
等
は
彼
等
の
農
奴

ε
な

っ
て
其
所
に
住
ふ
.こ
ご
を
許
さ
れ
た
る
恩
恵

に
封
ず

お
酬
償
箆
し
て
彼
等
の
短
め
に
勢
倒
す

べ
く
強
制
せ
ら

論

賊
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れ
た
。
そ
七

で
私

の
蛮

力
の
代
わ

に
公

の
法
律
を

作

る

に
當

っ
て
は
、
刀
剣

に
依

っ
て
得

ら

れ
た

る
権
利
は
素

さ

る

、
こ
ご
な

く
其
儘

に
憂
し
置

か

る

、
必
要
が

あ

っ
た
。
斯
風

て
土
地

は
之
を
征
占

し
花
る
人

々
の
所
有

ε
な

っ

た
。

そ
し
て
農

奴
等
は
動
勢
を
捧
ぐ

る
代
b

に
地

代
を
支
佛

ふ
こ
ε
を
許

さ
る

、
に
至

っ
た
。

さ
れ
ば
土
地

の
私

.

有
制

に
就

い
て
は
、
た

∫
然
ら

ざ
れ
ば
決

し
て
法
律

に
服
従
す

る

こ
ご
な

か

る

べ
き
暴
逆
な

る
掠

奪
者

を
青
む

る

が
矯

め
の
歴
史
的
必

要
以
外

、

何
等

之
を

正
賞

ε
す

べ
き
理
由

が
な

い
。

現
今

に
至

る
ま

で
人

々
が
、
.た

コ
土
地

の
所

有

ε

い
ふ

こ
ε
に
依

っ
て
少
数
者

が
之
を
行

ふ
を
得

る
専

制

ぜ
強

奪

ご
を
堪

え
纏

け
ね
ば
な
ら

な

か

つ
允

こ
い
ふ
こ
ピ
は
、
實

に
之
れ
人
間

惰
性

の
他

に
類
例
な

き
旛

例

で
あ

る
。

土
地

の
私
有
制

ご

い
ふ
も

の
よ

b
し
て
肚

會

に
生

じ
凍

る

べ
き
善
事

こ
て
は

]
ッ
も
な
.い
。
如

何
な

る
種
類

の
も

の
も
な

い
。

さ
れ
ば
若

し
人

々

が
十

分
合
理
的

で
あ

る
な
ら
ば

、
彼
等
は

明
日
に
も
土
地
め

私
有

制
な

る
も

の
は

其

の
現
在

の
所

有
者

に
謝

し
て

適
當

な
る
生
活
上

の
所
得
を
與

ふ
る
以
外

に
何
等

の
賠
償

を
行

ふ
こ
ε
な
く

し
て

之
を
磨
止
す

べ
き
も

の
な

る
こ

ε
を
制

定
す

る
で
あ
ら

う
。

た

ゴ
地

代
を
塵
止
す

る
だ
け

の

こ
ε
で
は
、
不
修
理
を
取
除

く

に
足
ら

の
。
何

ぜ
な

れ
ば

、
最

も
好

き
位
概

を

占

め
た
る
土

地
や
、
最

も
豊
饒

な

お
土
地

の
占

有
者

に
劃

し
て
多
大

の
利
益

が
與

へ
ら

る

、
か
ら

で

め
る
。

要
す

る
に
地

代
の
獲
生
す

る

こ
ご
は

必
要
避

く

べ
か
ら
ざ

る
所

で
あ

る
が

、
た

～
そ
れ

は
国
家
若

く

は
公
共
事
務

を
行

ふ
他

の
團
禮

に
支
携

は

れ
な
け

れ
ば
な
ら

訟
の
で
あ

る
。
而
し
て
君

上
地
代

の
総

額

が
斯

か

る
目
的

の
爲
め

に
必

要

ご
せ
ら

る

、
所
以
上

な

る
に
於

て
は
、
そ
れ
は
共
同

の
基
金
中

に
疎
込
ま

れ
、
人
民

の
間

に
李

等

に
分
配
せ
ら

`



耐

.

・

る

べ
き
で
あ
る
。
斯

か
る
方
法
は
正
常
の
も
の
た
ら
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
蕾

に
貧
困
を
除
去
す
る

に
貢
献
す

る
所
あ
る
の
み
な
ら
す
、
土
地

の
濫
用
`
地
方
顯
紳
の
専
制
を
勝
止
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
現
今
資

本

の
ガ
ε
し
て
表
は
る

、
所

の
も
の

、
多

く
は
、
實
際

」
於
て
は
土
地
所
有
者

の
か
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。
例

へ
ば

鐵
道
命
鼠
肌
や
鑛
山
所
有
者
の
力
の
如
き
之
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
現
時
の
制
度

の
弊
害
ε
不
僚
理

ざ
は
明
々
自

白
で
あ
る
.。
其

れ
に
も
拘
ら
す
人
々
が
之
を
耐
え
得
て
居
る
の
ば
如
何
な
も
の
で
あ
む
う
。
防
止
し
得

べ
ざ
弊
害

乍
ら
之
に
慣

れ
π
り
で
い
ふ
だ
け
の

理
由
で
忍
耐
し
て
ゆ
一

其

の
.忽
耐
力
は

強
大
な
も
の
だ
ざ
い
は
ね
ば

な
ら

諏
。
果
し
て
何
れ
の
時

に
.於
て
此
の
不
可
解
な
る
背
理

に
射

し
て
上
を
刺
す

に
至
る
べ
き
か
和
.豫
怨
す
る
こ
ご
は

不
可
能
な
る
ぼ
ご
爾

か
く
強
大
で
あ
る
。

右
は
ラ
ッ
セ
ル
の
所
論
の
大
意

で
あ
る
が
、

全
図
の
土
地
の
孚
は
僅

か
五
百
人
の
大
地
圭

に
依
っ
て
所
有
せ
ら

の

れ
て
居

る
ε
云

は
る

・
ほ
ご
土
地
凋
占

の
弊

の
甚

し
き
英
吉

利

に
在

っ
て
ρ
此

概

の
痛

烈
な

る
土
地

私
有
制

の
批

評

を
聴

ぐ
は
謂

は

穿
當

然
の

こ
ε

、
せ
な
断
れ
ば
な

ら

n
。
.
け

れ
こ
も
此
程

の
批

評

は
濁

り
ラ
ッ
セ

ル
に
於

て
之

を
見

る
ば

か
b
で

は
な

く
、
大
抵

の
肚
會

主
義

者
及

び
肚
會
主
義

的
見
解

を
持
す

る
者

の
呵

し
は
通
有

の
議
論

で

あ

る
。
即

ち
古

く
は

ス
ペ
ソ

ス
、

オ
ー
プ

ラ
イ

エ
ソ
よ
b
下

σ
て
は
現
代

の
肚
會

主
義
者

に
至
る
ま
で
、
思
想

の

系
統

は
連
綿

ご
し
て
績

や
て
居

る
。
帥

ち
土
地

私
有

制

の
壌

止

恩

阿
ふ
ご
ご
は
、
耽
會
主
義
傳

來
の

プ

ロ
グ
ラ

ム

ご
見

て
間
違

な

い
の
で
あ

る
。

へ、未

完

).

論

説
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